




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Geffrey Fransis Fisher在位 1945-1961），在位晩年の59年春には，日本聖公会の
宣教百年記念行事のために来日し，本学の開学礼拝に出席して祝福と祝辞を与
えた。
５）第２次世界大戦後，初のランベス会議であり，戦争中の教会の疲弊，アング
リカン・コミュニオンの交わり復旧，戦災被害の著しい教会への救援等を議し
たが，日本聖公会からは八代斌助，柳原貞次郎，蒔田誠の三主教が出席した。
６）南インドのキリスト教会では古から他教派の牧師や信徒たちが協力しあって
来ておったし，19世紀後半から漸く進展しはじめた教会再一致の波をうけて，
1902年以来南インドではプロテスタント教会が合同再一致が進められており，
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1947年聖公会の決定によって，かつてのアングリカン教会，長老教会，メソジ
スト教会は消滅して，同年９月27日以後，一つの南インド教会が存在するよう
になった。拙論「南インドにおける，教会合同の経過とその問題」，立教大学神
学年報，第２号，昭和32年２月所掲。
４．第52回聖公会／ローマ・カトリック教会合同エキュメニズム委員会で共通の
「主の祈り」作成したいという提案がなされ，次ぎの第53回会議においてはすで
に記したようなカトリック側の報告がなされたが，そのことを裏付けるものと
してで以下のような資料が配付され，カトリック教会では1972年以来検討が，
典礼委員会を中心に司教会総会で重ね，積極的に進められて来たことを明らか
にした。
典礼委員会資料『「主の祈り」に関する経緯』
1972年１月　　　日本キリスト教協議会・信仰職制委員会より「主の祈り」の統一
訳が届く。これは，日本の全てのキリスト者が教会・教派の相違
を超えてともにとなえることのできるエキュメニカルな検討から
生まれたもので，積極的な使用の要請であった。
天の父よ
み名があがめられますように
み国が来ますように
み心が天でおこなわれますように
地上でも行われますように
わたしたちに，今日も，
この日のかてをお与えください。
わたしたちが罪を犯した者を　ゆるしましたから
わたしたちの犯した罪を　おゆるしください。
わたしたちを誘惑から導き出して　悪からもお救いください。
み国も力も栄光も
共通訳「主の祈り」に思う
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とこしえにあなたのものだからです。
アーメン
1978年５月　　　定例司教総会
上記の「主の祈り口語訳を提出。マタイ福音書を基礎とし，聖書
のテキストの翻訳としてではなく，教会共同体で大人も子どもと
ともに用いる典礼の祈りとして提案した。
その結果，今総会で出された意見をもとに，教理委員会と典
礼委員会審議し，次回司教総会に提出することとなった。
1978年11月　　　臨時司教総会
教理委員会から提出された「主の祈り」口語訳については，今総
会での決定を控え，典礼委員会で検討したうえ，祈祷書作成に考
慮することとなった。
1978年12月14日　典礼秘書局会議
－臨時司教総会報告－
教理委員会の専門家が作成した「主の祈り」口語訳が提出された。
典礼委員会と共同作業をし，検討することとなった。
1979年２月16日　典礼秘書局会議
「主の祈り」口語訳については，教理委員会との合同会議を行い
６月定例司教総会に提出するこを決定する。
1979年４月26日　典礼秘書局会議
６月定例司教総会に提出する「主の祈り」口語訳について検討し
た。
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1979年５月24日　典礼秘書会議
６月定例司教総会に提出する「主の祈り」口語訳について教理委
員会と話し合った。
1979年６月12日　典礼司教委員会
「主の祈り」口語訳について最終的な検討を行った。「主の祈り」
口語原案については，未完成の感があるので，慎重にすすめると
となる。
1979年６月　　　定例司教総会－「主の祈り」口語訳について－
1978年５月の司教総会で，教理委員会と典礼委員会が合議の上で
案を提出するよう求められた。それ以後，出された案をもとにし
て，国語典礼文起草委員会を教理司教委員会秘書が協議して，共
同提案の祈りが提出された。
（決議）
新しい「主の祈り」について，教理委員会と典礼委員会とがさ
らに打ち合わせ，協議する。
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天の父よ
あなたの力を現して，
すべてを支配してください。
あなたの望みが天にも地にも行われますように。
日ごたのパンをきょうもお与えください。
わたしたちの罪をおゆるしください，
わたしたちも人（の負いめ）をゆるします。
わたしたちを誘惑から守り，
悪から救ってください。
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1979年７月５日　典礼秘書局会議
「主の祈り」口語訳については秘書局レベルでの検討が終了し，
今後典礼司教委員会で検討することとなる。
1988年10月17日　典礼委員会定例会議
－「主の祈り」口語訳について－
新しい祈祷書に，口語の「主の祈り」を掲載するという意見があ
るが，『ミサ典礼書』の発行を準備していたころから，典礼委員
会でも「主の祈り」の口語訳の検討をすでに行っていたので，過
去の資料をもとに対応する必要があることが話し合われた。
1990年９月15日　『日々の祈り』発行－司牧司教委員会－
同書に記載された口語訳は以下の通り。
※典礼委員会としては，この祈り文についての検討は行っていな
い。
1993年12月　　　臨時司教総会
『日々の祈り』に掲載されている「主の祈り」を典礼に使用する
件『日々の祈り』に掲載されている「主の祈り」（口語）を典礼
天の父よ，み名が尊まれますように。
み国が来ますように。
み旨が天と同じく地でも行われますように。
わたしたちの日ごとの糧をきょうお与えください。
わたしたちが人をゆるすように，わたしたちの罪をおゆる
しください
わたしたちを誘惑に陥らせず，悪からお救いください。
ア－メン。
共通訳「主の祈り」に思う
—121—
で使用することについて審議した結果，（１）子どもとともにさ
さげるミサにおいて（２）状況によって，口語がより適合すると
考えられる場合，に使用することが承認された。
1994年１月24日　典礼委員会定例会議
臨時司教総会報告として，『日々の祈り』の部分について報告が
あった。「主の祈り」（口語）を（１）子どもとともにささげるミ
サにおいて（２）状況によって，口語がより適合すると考えられ
る場合，に使用することが承認された。
典礼委員会「主の祈り」に関する見解をまとめて常任司教委員会
に提案してほしいと望んでいる教区もあるので，近い将来，典礼
委員会で審議があるだろう。この問題は13年前に審議した経緯も
あるので，繰り返しを避け，発展的に対処していくことが必要で
あるとの意見が出された。
1994年３月14日　典礼委員会定例会議
典礼委員会としては，将来『ミサ典礼』改訂の作業の中で，典礼
書に掲載する訳文のひとつとして，新しい「主の祈り」を検討す
ることになるという見解をもつこととした。
1995年９月28日　『ミサ典礼書』研究部会
「主の祈り」については，『ミサ典礼書』３研究部会とは別に，内
容と口語化を検討グループを発足させることを典礼委員会に提案
することを決定した。
1995年11月20日　典礼委員会定例会議
「主の祈り」の口語化に関する資料整理を市瀬英昭委員に依頼した。
同研究グループも名古屋方面を中心に働きかけることとなった。
1997年４月８日　宣教司牧秘書会
エキュメニズム委員会より，聖公会・カトリック合同委員会にお
いて，「主の祈り」のエキュメニカルな共通な祈りについて話し
合っていくことが報告された。
1997年５月12日　典礼委員会定例会議
1997年４月に行われた宣教司牧秘書会の報告を行った。
エキュメニズム委員会でかかわっている聖公会・カトリック合同
委員会では，将来的に各教派の公式な典礼書・祈祷書に採用でき
ることを目標に，聖公会とカトリック教会との間で共通の「主の
祈り」を作成したいという要望が出されている。典礼委員会とし
ても，新ミサ典礼書にはエキュメニカルな共通の「主の祈り」を
掲載することが望ましいと考えるため，今後エキュメニズム委員
会に資料提供などをし，現場で使用できる祈りの作成に協力する
こととなった。
1997年６月　　　定例司教総会
「主の祈り」の共通テキスト作成に関する件
エキュメニズム委員会が提案した「『主の祈り』のカトリック教
会・聖公会共通テキスト作成」のための準備作業を開始すること
を，事前にプロテスタント諸教派にも参加を呼びかけることを条
件に承認した。
なお，同テキストを典礼中に用いる公式な「主の祈り」とするか
どうかについては，テキストが作成された時点で改めて司教総会
に諮ることにまった。
1997年９月19日　『ミサ典礼書』３研究部会
「主の祈り」について意見交換を行い，「主の祈り」の口語文作成
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の経緯について司教レベルに公開し，勉強会などを開催できると
よいという意見が出される。
1997年９月29日　典礼委員会定例会議
「主の祈り」についての研究会について
９月に行われた『ミサ典礼書』３研究部会において出された，
「主の祈り」の勉強会について典礼委員会としての方向を確認し
た。
「主の祈り」の勉強会をある一地区で行うよりは，典礼担当者会
議などで行うほうがよいという意見や「主の祈り」だけでなく
「讃歌」を含めた研究会としたほうがよいなどの意見が出された。
1997年10月３日　聖公会・カトリック合同委員会
田代秘書が出席し，典礼委員会として取り組んだ「主の祈り」口
語訳について経緯を説明した。
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